
 

 

ＢＧＡＬＯＧへの取込みは次の３種類あります。 ◎ 他のデータから

  それぞれ長所短所がありますので確認のうえ取込み方法を選択してください。 

  また、すでに運用している方が次の方法で他のコンテストデータから取り込む場合は、ＵＳＢ等のデバイスへバックアップを保存後に実施してください。 

  プログラムは作成していますが、検証が十分でないことを理解しておいてください。 

 

① ＡＤＩＦデータから取込み 

  ＡＤＩＦのデータ形式でＢＧＡＬＯＧの扱う項目名と一致する必要があります。 

  日本語の取込みに問題はありません。 

  不一致の部分やうまく取り込めなかった場合は連絡いただければ対応します。 

 

② ＣＳＶデータからの取込み 

  エクセル等からＣＳＶ（カンマ区切り）ファイルに変換しておく必要があります。 

  日本語の取込みに問題はありませんが記号（「,”」カンマ等の区切り記号）が含まれている場合は問題があります。 

  「ＣＳＶ ⇒ 取込」内に取込マニアルがあります。 

 

③ テキストデータからの取込み 

  固定長のテキストデータでなければなりません。 

  テキスト内に記号があっても問題ありませんが、日本語（2バイト文字）がある場合は取込みに工夫が必要です。 

  このマニアルに基づき取り込みを実施してください。 

  テキストの中のデータ部分以外は、削除しておく必要があります。 

 

★ 取り込みがうまくいかない場合はＪＡ５ＢＧＡまで事前に相談ください。 

  データをお送りくだされば、当方で変換作業を試みてみます。 

    住所 ７９９－３１１１ 愛媛県伊予市下吾川１５４３－３ 

    ☎  ０８９－９８３－３４３４ 

     鈴 木  信 一 



 

 

エクセルでの準備（エクセルのフィールドの書式変更） １ 

  次のサンプルを固定長のテキストに変換して取り込む方法を記載しておきます。 

 
 

 

★ 問題となるところ 

 ① 日付：固定長（１９７８／０５／２０）でない。 

② 日付時間は文字列に変換すると文字化けを起こしてしまう。 

 ③ 周波数やＲＳＴは数字として認識されている 

  ◎ 桁をそろえる方法 

  ・ 右図の「Ｂ」を右クリックし、書式設定を選択します。 

  ・ 日付は右図の様に「03/14/01」を選択すると固定長データ

となります。 

  ・ 時間は「13:30」を選択します。 

  ・ 標準では数字の部分は右揃えとなっていますのでその他の項目は全て文字列に書式を変更します。 

④ １行目にデータでない項目がある 

  ・ この行を削除します。 

 

 



桁揃え等の結果が次の様になります。 

 
 

 ⑤ 日本語文字への対応 

   日本語が含まれていると文字化けをしてしまいますので、日本語の無い部分を漢字の項目より前に持っていきます。 

   項目欄（フィールド）をクリックして切り取り（削除ではありません）を選択します。⇒削除項目が選択された状態で挿入する項目を右クリックする

と削除された項目の挿入が表示されますので選択しますと次の様になります。 

   ★ 日本語が含まれている場合は次方法が使用で切る場合は安全に取り込めます。 

     ・ 「ＣＳＶ ⇒ 取込」 

     ・ 「ＡＤＩＦ ⇒ 取込」 

 

以上で準備ができました。 

 

 

２ テキストファイルの作成（エクスポート） 

 ① ファイルフォルダーをクリック 

② 名前を付けて保存 

 

 

 

 

 



 

３ ＢＧＡＬＯＧへの取込み 

  ＢＧＡＬＯＧのサンプルを削除するため右図の①～④を実施します。 

 

 ① 「ＱＳＯデータ初期化」 

   サンプルのデータを削除します。 

 

 ② カントリーデータ初期化 

   カントリー内に記載されている「Ｔ（交信済記号）」、「Ｒ（カード取得記号）」 

  を削除します。 

   登録の記号のみで基本のリストは削除しません。 

 

 ③ ＪＣＣ（Ｇ）データ初期化 

   ＪＣＣ（Ｇ）リスト内に記載されている「Ｔ」、「Ｒ」を削除します。 

   登録の記号のみで基本のリストは削除しません。 

 ④ ＩＯＴＡデータ初期化 

   ＩＯＴＡリスト内に記載されている交信済局のみを削除します。 

   登録のデータのみで基本のリストは削除しません。 

 

 ⑤ 「LOG.prn」を取り込みます。 

   ＳＡＭＰＬＥ取込をクリックすると先頭部分のデータの一部が取り込まれます。 

 

 ⑥ データの「開始位置」「長さ」の書き込み 

   右図の様にそのデータの書き込まれているいちと文字列の長さを書き込みます。 

   メモ 2については、240バイトありますので不明部分等は重複してこちらへ取り込んでおくと良いでしょう。 

   この例では、名前からすべてをまとめて取り込んでいます。 

   位置を重複して取り込んでも問題はありません。 

 

 ⑦ 取り込んだ結果うまくいっていない場合は、初期化後再度取り込みを行ってください。 



 

⑧ 以上で次の様に取り込まれます。 

   プリフィックス、ＤＸＣＣ番号、ゾーンは取込み中に追加記入されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


